
令和５年度事業報告 
☆協議会等の開催状況

☆啓発運動 

（１）結婚記念品の配布

　　　・うなりくんぬいぐるみ　　　　　　　　　　　　　234個（配布数）

　　　・梅絵　夫婦茶碗　　　　　　　　　　　　　　　　290組（配布数）

　   （市民課窓口で婚姻届を受け付けた際にいずれかを配布）

　　  令和5年度市民課窓口で受理した婚姻届出数　600件

（２）啓発用品の配布

　　　・憲章文入りボールペン　　　　　　　　　　　　　397本（配布数）

　　　・憲章文入りティッシュ　 　　　 　　　　　　　　 95個（配布数）

　　　・リーフレット　　　　　　　 　　　　　 　　　　821枚（配布数）

（３）小学生向け啓発品の配布

・子ども向け小冊子を配布（市内小学3年生の児童に配布)　1,196冊

・市民憲章文入りクリアファイルを配布（市内小学3年生の児童に配布) 1,196枚

（４）会議時における市民憲章の唱和、会議資料への市民憲章文の掲載

場　所実 施 日 行　　　事　　　名

（５）広報なりた　11月1日号　市民憲章の啓発記事を掲載

令和5年5月22日（月）

役員会
（1）役員の改選（案）について
（2）令和4年度事業報告について
（3）令和5年度事業計画（案）について
（4）委員の追加について
（5）感謝状贈呈者（案）の選定について

市役所

令和5年7月3日（月）

総会
（1）令和4年度事業報告について
（2）令和5年度事業計画（案）について
（3）役員の改選（案）について
（4）委員の追加について

感謝状贈呈式　8団体、3個人に贈呈

市役所



☆市民憲章精神に基づいた主な事業

○各種団体

（一社）成田市観光 ｢紫陽花植樹による観光地づ 1「紫陽花」植樹箇所草取りの実施 5/25　  69名

協会 くり｣の推進 2 宗吾霊堂紫陽花まつりの実施 6/4,11,18,25

3 紫陽花花殻摘みの実施 7/26　　61名

10名

3/5

20名

成田交通安全協会 交通安全事業 1　春の全国交通安全運動 5/11～5/20

513名

2　夏の交通安全運動 7/10～7/19

221名

3　秋の全国交通安全運動 9/21～9/30

267名

4　冬の交通安全運動 12/11～12/19

266名

①子どもと高齢者の事故防止

②交差点等での交通事故防止

③自転車の安全利用の推進

④夕暮れ時や夜間・明け方におけ

る事故防止

⑤悪質な違反・危険運転の防止、

暴走族の追放

⑥全座席のシートベルトとチャイ

ルドシートの正しい着用の徹底

⑦違法駐車等の追放

実施内容として、巡回広報活動、

街頭交通監視・指導活動、街頭

キャンペーン、交通安全教室開催

（交通安全教育）、飲酒運転根絶

のためのハンドルキーパー運動、

交通事故防止のための広報・啓発

活動に努めた。

成田市国際交流協会 国際交流ボランティアの活用 4月～2月

4名

ボーイスカウト成田 赤い羽根共同募金 10/1

第一団 19名

成田山表参道早朝清掃奉仕 1/3

36名

国際交流の分野で、語学通訳のボ
ランティアを活用し、事業の主催
者等を支援した。

早朝7時から参拝客の少ない時間に
表参道、新道、新々道を新勝寺ま
で清掃を行った。

成田ライオンズクラ
ブ

　90,000名

毎月

献血運動

市民の底力の会へ支援

市役所前にて献血

イオン成田、ＪＲ成田西口・東口
において福祉協議会の後援を受け
て募金活動を実施した。

9/22　　14名

18歳未満の子のいるひとり親世帯
45世帯へ毎月お菓子等配り

10名

チャリティゴルフコンペ
青少年野球大会支援

団    体 事　業　・　行　事　名 内        容 備　　考

空港周辺道路美化活動
印旛沼クリーンハイキング
（なりた環境ネットワーク）

成田周辺のゴミ等、クリーンハイ
キングとして、市民に呼びかけ
る。

久能CLにてチャリティコンペを実
施（ライオンズロータリー同友
会、その他）。経営者に声かけ
し、能登半島地震の募金とした。



子ども会まつり 11/12

58名

第1回会計研修会 5/23 39名

6/3 300名

運営研修会 7/22 67名

防災・危機管理研修 9/5 80名

第一回会長会 9/30 32名

視察研修会 9/30 20名

第2回会計研修会 1/16 36名

第二回会長会 2/23 60名

社会奉仕の日 9月～12月　

434名

子ども会まつり 11/12 15名

4月～3月

195名

65歳以上の独居高齢者を対象に、
月1回給食等のサービスによる見守
り活動を実施し、安否確認を行う
とともに、独居高齢者の孤独感の
解消に努めた。

成田市高齢者クラブ
連合会

独居高齢者ふれあい訪問等
サービス事業

公共施設、道路、神社仏閣、墓地
等の清掃活動を行った。
資源回収リサイクルを行った。

分科会を開催（本年度は2分科会）
し、ＰＴＡ会員の教養を高めると
共に相互の親睦を深めより良いＰ
ＴＡ活動になるよう寄与する。

本年度は、インターネットの安心
安全な使い方について学んだ。家
庭での教育につながる講演会に
なった。

市内小中学校のＰＴＡ会長にお集
まりいただき、ＰＴＡがこの先ど
うあるべきかについてディスカッ
ションを行った。

成田市の成長エンジンでもある成
田空港を視察し見聞を広めた。市
内で2校目となる義務教育学校（大
栄みらい学園）の視察を行い、教
育の取り組みを学んだ。

社会教育関係団体のうち、子ども
会連絡会に関する団体の事業に対
し補助金を交付することにより、
市民の自主的な青少年の健全育成
と団体活動等を支援する。
市内の子ども会会員・育成者及び
指導者が一堂に会し、子ども会宗
吾の交歓・交流を通じて親睦を深
めるとともに、子ども会活動の充
実・発展及び組織の育成強化に資
する。

市内ＰＴＡ会員が親睦を深め、よ
り良い活動につながることを目的
とする。

決算書や予算書の作り方を学び、
地域によって違いのある会費の使
い方等についての情報交換を行っ
た。

女性部協力のもと、ボッチャ、マ
グネットダーツ、スカットボール
を子供たちと一緒にプレーし交流
した。

講演会テーマ「考えよう新しいＰ
ＴＡのかたち」を開催し、これか
らのＰＴＡはどうすれば良いかを
本年度会長および来年度会長候補
者の皆さんとディスカッションを
行った。

成田市ＰＴＡ連絡協
議会

成田市子ども会連絡
会

市内小学校のＰＴＡ役員（会計を
中心とする）を集め、ＰＴＡ会計
についての勉強や情報交換を行
う。

成田市ＰＴＡバレーボール大
会

成田市民生委員児童
委員協議会



地区民児協会長連絡会 4月 10名

障がい者福祉研究部会 7月、11月、3月

48名

成田地区保健推進員 健康づくり推進事業

4/5,3/6

50名

ママと赤ちゃんの集い 10/31

6組（12名）

8/30

23名

12/4

25名

6/24,25

250名

市民文化祭2023 10/5～11/13

  折り鶴平和プロジェクト 7/3～5 35名

民生委員活動及び地域福祉に関す
る情報交換を行った。

講師を招き、障がい者の生活状況
と課題について学習し、障がい者
施設の視察研修を実施し、障がい
者福祉への理解を深めた。

お話付きコンサート、自閉症の
ヴァイオリン、フルート、ピアノ
デュオ
書道、生け花、絵画等の展示
軽音楽、歌謡、邦楽等の発表

展示7行事、発表10行事、その他5
行事
陶芸、美術、書道、生け花、文
芸、手工業、邦楽、歌謡、民謡、
軽音楽、ダンス、バレエ、舞踊、
演劇を行った。

市内中学校の代表11名で構成され
た成田市中学生折り鶴平和使節団
を被爆地へ派遣し、現地で千羽鶴
の献納、体験講和などの平和学習
プログラムや記念式典への参加、
被爆関係資料館等の見学を通し
て、平和の尊さを学んでもらうと
ともに、その感想や成果を多くの
市民に伝えてもらうことで平和啓
発を促進した。市役所で行われた
報告会の様子は、ケーブルテレビ
や新聞を通じて報じられた。

地域住民の健康づくりのため、ラ
ジオ体操の定期開催などを実施し
た。

成田市文化団体連絡
協議会

成田市民生委員児童
委員協議会

45周年記念行事文団まつり

適切な応急手当方法と、ＡＥＤを
使用した心肺蘇生法について実施
した。

普通救命講習

消火器取り扱い訓練

8/17（報告会）
　
　　　　　17名

地域住民の健康づくりのため、健
康体操、脳トレなどを実施した。

火災の初期消火に効果を発揮する
消火器に関する講習で、講義と実
技の2部構成で実施。講義では、消
火器の構造や使用方法を学ぶほ
か、消火器の訪問販売によるトラ
ブルの事例を紹介。実技では、消
火体験で模擬火災を発生させ、訓
練用の水消火器を使用して実際に
火を消す初期消火の体験を行っ
た。

6,193名

市内11校の中学生に折ってもらっ
た折り鶴と、成田市平和啓発推進
協議会及び市民から寄せられた折
り鶴の合計47,000羽を千羽鶴に収
束し、被爆地である長崎・広島へ
届けた。

成田市平和啓発推進
協議会

4/19,5/17,6/21
7/19,8/16,9/20
10/18,11/15,
12/20,1/17,2/21
3/20
　　　　58名

成田市中学生折り鶴平和使節
団

地域住民の健康づくりのため、健
康体操、レシピ紹介などを実施し
た。

成田市婦人防火指導
員協議会



8/5,8/26,9/9

320名

100名

平和の集い

50名

7/24,7/24,9/22

12/25,1/17

20名

2/19 9名

4/11,18,7/4,11,

7/18,25,11/7,14

11/21,28

11/18 12名

4/10,11

3/11,13～15,19

5/28,8/6,12/3

500名

5/13,9/30

100名

10/22

9名

各種献血会への参加及び協力。

ボンベルタ広場、公津の杜公園で
の星空映画会（野外）、中郷ふる
さと交流館体育館で平和映画を上
映し、広く市民に平和啓発を行っ
た。

50名

通年
毎回10～15名

7/8

施設訪問

豊住小学校労力奉仕

防犯パトロール

市民憲章の掲載及び唱和 入学式・卒業式の要項に市民憲章
を掲載し、式典の冒頭で唱和する
ことで、意識の高揚を図った。

各地区の区長会行事等で市民憲章
の唱和をし，市民憲章の精神につ
いて，確認した。

各種行事における市民憲章唱
和

もりんぴあこうづで映画を上映、
戦争体験者による講話を行い、広
く市民に平和啓発を行った。

成田市校長会

環境美化運動

各区ごとに、路上のごみ拾いや共
同利用施設や集会場等の草刈りを
実施。

環境美化運動

成田市平和啓発推進
協議会

通年各行事の際
に実施

各地区ごとに道路のごみ拾いや共
同利用施設・集会場等の清掃、草
刈等を実施した。

成田赤十字病院で使用する衛生資
材の作成ほか。

社会福祉施設への慰問活動

各種行事における市民憲章唱
和

各地区の区長会、自治会行事等で
市民憲章の唱和をし，市民憲章の
精神について，確認した。

通年各行事の際
に実施

平和映画と戦争体験講話会 市内の小学校3校において戦争体験
講話と平和映画の上映等を行い、
平和の大切さ等を学ぶ機会とし
た。

遠山地区敬老会への協力

献血事業

奉仕作業

遠山地区敬老会において、受付業
務を地区民生委員と共に実施し
た。

豊住地区区長会

成田市赤十字奉仕団

有事の際に避難された方々が少し
でも快適に過ごすことができる様
に、リラクゼーション、毛布でガ
ウン、新聞紙でのスリッパ作成、
少量のお湯でホットタオルなどの
指導を行った。（公津の杜小学
校）

成田市総合防災訓練

年3回
基準日に実施
37地区

成田市区長会

成田地区区長会

遠山地区区長会

小学校敷地内や周辺の草刈りや除
草を実施。

毎月第3土曜日に防犯パトロールを
実施。

平和映画会



12/16,17

24,000名

5/28,12/3

延べ240名

6/4～3/9

年4回

11/13 121名

1/5,6 5名

2/27

2/8

80名

10/8 170名

10/30 90名

成田市農業青年会議
所

（一社）成田青年会
議所

成田商工会議所

街角クリーン作戦（YOU遊ク
リーンウォーキング）

成田ニュータウン自治会連合会、
成田ニュータウン地区青少年健全
育成協議会、成田市立吾妻中学
校、玉造中学校、中台中学校、西
中学校、ボンベルタ、マルエツに
よる清掃活動。

成田ニュータウン自
治会連合会

ボンベルタ前特設会場において、
子どもさんのダンス出演を中心と
したステージ、子どもさんの為の
ワークショップ、地域団体等によ
るテナント及びキッチンカー出
店、うなりくんフワフワスロー
プ、フォトロケ、フォトスポッ
ト、会場全体にイルミネーション
を設置。

ＮＡＲＩＴＡ
クリスマスマルシェ2023

大会参加者より寄付を募り、駐日
ウクライナ大使館に33万円を寄付
した。

日本商工会議所青年部の呼びかけ
に応じ、成田商工会議所青年部が
緊急支援物資（飲料水、粉ミル
ク、紙おむつ）を、石川県七尾市
の支援物資集積拠点に届けた。

成田商工会議所女性部
令和6年能登半島地震災害義援
金募金事業

成田商工会議所女性部は、全国商
工会議所女性会連合会からの「令
和6年能登半島地震」災害義援金募
金協力要請に応じて①被災事業者
の事業再開、②被災商工会議所再
建、③観光回復等の事業への活用
を目的に寄付を募り、24万円を被
災商工会議所及び被災地域の商工
会議所連合会に寄付した。

第3回成田ロータリークラブ杯
ママさんバレーボール大会

重兵衛スポーツフィールド中台体
育館にて、市内のママさんバレー
ボールチーム7団体が参加し、リー
グ戦後、決勝トーナメントを行っ
た。

成田商工会議所
令和6年能登半島地震災害義援
金

下総みどり学園体育館にて、市内
中学校7校及び近隣中学校4校の剣
道部員が参加し、男女それぞれの
団体戦、個人戦を行った。

第17回成田ロータリークラブ
杯中学校剣道大会

スポーツとしての相撲を通して、
勇気、礼節、感謝等の社会生活に
必要な徳性を学ぶ。

成田商工会議所は、一般社団法人
千葉県商工会議所連合会からの
『「令和6年能登半島地震災害義援
金」へのご効力のお願い』に応じ5
万円を寄付。連合会は日本赤十字
社の能登半島地震災害義援金へ寄
付して被災地へ送られた。また、
別途石川県小松商工会議所に直接5
万円を寄付した。

成田ロータリークラ
ブ

親子体験農業教室 小学生のいる家族を対象に一年を

通じて農業体験とその指導を実

施。農業イベントを通じて農業青

年と都市住民の交流を推進する。

農業への理解を深めると共に地産

地消を促進し農業振興を推進して

いる。

わんぱく相撲成田場所

24家族93名

ウクライナ避難民緊急支援
第31回チャリティゴルフ大会

成田商工会議所青年部
能登半島地震緊急支援物資提
供事業

5/20



89名

708名

10/18 1,272名

5/14 50名

77名

秋の博物館めぐり 栃木県立博物館 11/18 85名

大谷資料館

10/28 5名

空港周辺道路の清掃活動 5/12 6名

12/20 8名

※各団体での執行のため決算額は省略

12/17

青少年健全育成事業
Youngうなバレー大会

社会教育関係団体のうち、青少年
相談員連絡協議会に関する団体の
事業に対し補助金を交付すること
により、市民の自主的な青少年の
健全育成と団体活動等を支援す
る。
「はばたけ成田っこ」を合言葉に
友情・協力そして地域、青少年相
互の友情の輪を広げることを目的
として行う。

青少年健全育成事業
青少年交流綱引き大会

社会教育関係団体のうち、青少年
相談員連絡協議会に関する団体の
事業に対し補助金を交付すること
により、市民の自主的な青少年の
健全育成と団体活動等を支援す
る。
次代を担う市内の青少年が、綱引
き競技を通じて協力・協調の精
神、人のやさしさ、喜び、つら
さ、相手の立場などを学び、自ら
考えられる人になることを目的と
する。

5/27

印旛沼クリーンハイキング
（なりた環境ネットワーク）

空港周辺道路美化活動
（なりた環境ネットワーク）

印旛沼周辺の清掃活動

成田市青少年相談員
連絡協議会

社会教育関係団体のうち、青少年
育成市民会議に関する団体の事業
に対し補助金を交付することによ
り、市民の自主的な青少年の健全
育成と団体活動等を支援する。
市内小・中学校等の児童生徒たち
に音楽の発表の場を提供すること
により、各学校間の音楽の情報交
換及び活動状況等を把握し、今後
の音楽活動の向上を図る。

青少年音楽祭

5/20,6/3（台風
中止）,6/17

成田市文化座保護協
会

成田市青少年育成市
民会議

成田コスモポリタン
ロータリークラブ

春の歴史講演会

史跡めぐり

演題「町や村が消えた成田市の誕
生」－明治、昭和の町村合併から
－
講師　中村　政弘氏
（四街道市史編さん主任）

茨城県行方市
麻生藩家老屋敷記念館、三味塚古
墳、西蓮寺



○成田市

駅前クリーン運動 4/21　他10回実施

996名

5/28,8/6,12/3

52,779名

年度内随時

4～5月

5/12 289名

12/20 277名

通年   延べ30名

7/24

17名

7/26 26名

11/11 18名

12/9 18名

3/2 23名

8/29

18名

9/12

18名

10/28 278名

1/21

90名

1.人権教室2023in中台小学校 10/31 65名

2.人権教室2023in遠山小学校 11/13 20名

3.人権教室2023in成田中学校 12/4 504名

4.人権教室2023in大栄みらい学園 12/19 141名

5.成田北高等学校 12/19 820名

人権教室

実施団体    147団体
原則として月１回活
動する。

花の植栽及び維持管理
国道295号沿いの花壇で年4回の植栽及び通年の維持管理を実
施。

じんかい集積所等を新設または改造する区・自治会に対し、
補助金を交付し、集積所の環境美化に努める。
35基　3,147,768円

緑のカーテン

緑のカーテンを作るためのツル性植物（ゴーヤ・きゅうり・

ヘブンリーブルー）の種を配布。

環境講演会
くぼてんき先生による地球温暖化等のはなし

一般向け見学会（印旛沼バスツアー）
印旛沼の歴史や自然について学び、関連移設等を見学。

人権擁護委員による人権講話や啓発ＤＶＤの鑑賞、クイズ等
を通じて、人権や人を思いやる気持ちの大切さを啓発。

内            　容 備   考

平成7年8月より毎月１回8時から8時半まで、市議会議員、商

工会議所、各事業所、市職員により街の環境美化と市民の環

境美化意識の向上を図るため、成田駅周辺の清掃活動を実施

している。

種2,000袋配布

親子見学会
印旛沼の概要や水質等について学習し、観光船から見学。

美しい成田をつくるため、「空き缶等及び吸い殻等散乱防止

審議会」の方針に基づき、区・自治会等各種団体及び事業所

の協力を得て、年3回環境美化運動の基準日を設け、市内全域

で散乱ごみの収集を実施した。

市に登録したリサイクル団体が集めた資源物を成田市資源回
収協同組合が回収し、1ｋｇあたり10円の奨励金をリサイクル
団体に交付した。このことにより市民のリサイクルに対する
意識の高揚が促進され、ひいては資源の有効活用とごみの減
量化の推進が図られた。

事業・行事名

環境美化運動

リサイクル運動推進
事業

自然観察会（４回）

県自然観察指導員とともに、植物・野鳥等の観察。

空港周辺道路美化活動
国道295号・国道408号・国道51号での清掃活動を実施。

印旛沼クリーンハイキング
印旛沼周辺のごみ拾い・甚兵衛公園での環境関連イベント

なりた環境ネット
ワーク推進事業

親子エコ講座
身近な地球温暖化問題を耕作やクイズを通して学ぶ。

じんかい集積所等設
置費補助事業



人権の説明会 成田ニュータウン地区民生委員児童委員 10/5

30名

人権啓発活動 1.第43回成田市産業まつり 11/18,19 8名

2.駅前街頭啓発 12/5 9名

根木名川みんなで 7月

おそうじ

6/10～11/25

5/13～3/13

6/30ほか5回

1/7

1,052名

5/14 35名

12/2 55名

5/20,6/17

のべ77名

5/14 35名

12/2 55名

9/10～11/4の間

（12地区、10日間）

※4地区開催中止

2,714名

164名

成人式対象者による「成人式実行委員会」を組織し、式典と
記念行事の企画及び当日の運営を行った。

のべ94名

人権擁護委員による外国人の人権講話や啓発ＤＶＤの鑑賞を
通じて、人権について説明を行い、理解を深めた。

白鷺橋から関戸橋までの約3ｋｍで根木名川堤防のゴミ拾い

受講者64名

生涯大学院は、高齢者の生きがいの高揚に資するべく昭和53

年に開始された老人大学院事業を引き継ぎ、高齢者がこれま

で培ってきた豊かな知識や経験を生かし、より広く、より深

く学べる生涯学習の場として、60歳以上の市民を対象に3年制

で事業を展開した。

生涯大学院学生　43期（3年生）：64名

　　　　　　　　44期（2年生）：48名

　　　　　　　　45期（1年生）：52名　　計　164名

※6/3は悪天候のため
中止。

（新型コロナウイル
ス感染症の感染法上
の位置づけ変更か
ら、期日が短く、準
備に要する期間を確
保できなかったため
中止）

成田の歴史や文化財に関する講演会を毎年春と秋に開催し、
成田市を多角的に学び、理解を深めることを目的に文化財保
護協会と共催で事業を実施。

成人式 二十歳を迎えたことを祝うため、成人式を開催した。

明治大学・成田社会
人大学運営事業

市民の生涯を通じた学習意欲の高まりに応えるため、より専

門的な学習の場を提供し、国際化時代に対応できる人材の育

成を目的とする。高等教育機関（明治大学）と連携し、大学

の講師陣・講座運営の知識や経験をもとに市民の学習意欲を

満たすカリキュラムを提供した。

受講生数　国際社会課程　　 40名

　　　　　現代時事課程　　 24名

　　　　　計　70名（運営ボランティア6名含む）

敬老の日を記念して、9月15日現在満72歳以上の高齢者を対象
に、各地区の文化施設や体育館などの地域施設に招待し、敬
老会を開催、祝い品を贈呈することで敬老の意を示すととも
に、地域の世代間交流と敬老意識の醸成を推進する。

地区敬老会開催事業

文化財保護啓発事業
博物館めぐり

文化財保護啓発事業
史跡めぐり

生涯大学校管理運営
事業

成人式実行委員会議

各地の博物館をめぐり、地域ごとの歴史民俗を理解するとと
もに、それぞれの博物館の展示の特徴について学ぶことを目
的に文化財保護協会と共催で事業を実施。

近隣地域の史跡をめぐり、成田市と比較・検討することによ
り日本及び成田市の個性や文化、伝統等について学び、歴史
民俗に対する理解と文化財保護思想の啓発を図るため、文化
財保護協会と共催で事業を実施。

文化財保護啓発事業
歴史講演会



8/2

27名

3/22～28

14名

令和5年度中

144名

遠山中学校　407名

公津の杜中学校　

650名

6,193名

1名

　　585名

10/5～11/13

ちひろ美術館所蔵のちひろの絵より、「わたしがちいさかっ
たときに」及び「戦火のなかのこどもたち」の平和パネル等
の展示を行った。

6/28平成27年度より、成田赤十字病院との連携で始まった事業で
ある。毎年3～4校ずつ輪番で実施し、令和3年度で2巡目を終
えた。（令和2年のコロナ禍では、実施校を減らし、対象学年
を3学年のみに限定して開催）
開始当初から、周産期医療をテーマに「いのち」の大切さに
ついて、新生児科の医師から講話をいただいていたが、令和4
年度は「共に生きる『共生社会』について」をテーマに成田
赤十字病院のソーシャルワーカーに講話をいただいた。令和
５年度は「赤ちゃんの誕生を現場で見守る生命」と題し、新
生児科医師による講話をいただいた。また、併せて、ソー
シャルワーカーによる「共に生きる『共生社会』」について
もお話いただいた。

いのちの授業

9/6

展示7行事、発表10行事、その他5行事、計22行事を実施。

下総みどり学園　後
期課程　　　144名

11/15

平和朗読会とオンラ
インとうろう流し

広島市にある国立広島原爆死没者追悼平和祈念館の講師によ
る被爆体験記の朗読を聞き、朗読体験を行うとともに、ス
マートフォンを使いスクリーンに平和へのメッセージ投影を
行った。

サンブルーノ市への
中学生友好訪問団派
遣事業

成田市民文化祭2023

ロシアがウクライナに侵攻したことを受け、平和都市宣言を
行っている本市は、国外に避難されている方々が少しでも安
心して過ごせるよう、人道支援としてウクライナからの避難
民受入を行っており、家賃補助等の支援を行った。（令和4年
3月14日に受け入れを表明）

平和啓発事業「いわ
さきちひろ平和パネ
ル展」

市内の中学生を友好都市へ派遣し、友好親善を図るととも
に、ホームステイをとおして外国の生活を体験して、文化の
理解、国際感覚、コミュニケーション能力を身につける機会
とする。

ウクライナ避難民の
受入れ

7/29～8/13


